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(57)【要約】
【課題】流体噴射部と液体吐出部とが分離可能であって
も、安定した霧化を実現することの容易な噴霧装置を提
供する。
【解決手段】噴霧装置は、噴射ノズル１１から流体を噴
射する流体噴射部と、吐出ノズルから液体を吐出する液
体吐出部とを備え、流体噴射部と液体吐出部とを分離可
能に連結する連結構造を有している。液体は、噴射ノズ
ル１１からの流体の噴射によって、吐出ノズルから吐出
されるとともに霧化される。流体噴射部には、その流体
噴射部と液体吐出部との連結に伴って吐出ノズルに接す
るとともに噴射ノズル１１と吐出ノズルとの相対位置を
位置決めする位置決め部材５１が設けられている。位置
決め部材５１は、第１突片５５と、第２突片５６とを備
えている。吐出ノズルは、流体噴射部と液体吐出部との
連結に伴って第１突片５５と第２突片５６とに挟持され
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
噴射ノズルから流体を噴射する流体噴射部と、吐出ノズルから液体を吐出する液体吐出部
とを備え、前記流体噴射部と前記液体吐出部とを分離可能に連結する連結構造を有し、前
記流体の噴射によって前記液体が吐出及び霧化される噴霧装置であって、
　前記連結に伴って前記噴射ノズル又は前記吐出ノズルに接するとともに前記噴射ノズル
と前記吐出ノズルとの相対位置を位置決めする位置決め部材を備えること特徴とする噴霧
装置。
【請求項２】
前記位置決め部材は第１突片と第２突片とを備え、前記噴射ノズル又は吐出ノズルは前記
連結に伴って前記第１突片と前記第２突片とに挟持されることを特徴とする請求項１に記
載の噴霧装置。
【請求項３】
前記連結構造がスライドにより連結される構造であり、
　前記位置決め部材は、前記第１突片と前記第２突片との間隙が前記スライドの方向に沿
って延在するように前記流体噴射部に支持されることで、前記連結に伴って前記吐出ノズ
ルが前記第１突片と前記第２突片との間隙に挿入されることを特徴とする請求項２に記載
の噴霧装置。
【請求項４】
前記第１突片の先端部と前記第２突片の先端部とにおいて対向する対向面が、それら突片
の先端に向かうにしたがって離間していることを特徴とする請求項３に記載の噴霧装置。
【請求項５】
前記位置決め部材は、前記噴射ノズルとその噴射ノズルが設けられる噴射部本体とに挟持
される取付部を有し、前記取付部及び前記噴射部本体は、前記取付部が前記噴射ノズルの
中心軸に対して周方向へ回動することを規制する規制部を備えることを特徴とする請求項
３又は請求項４に記載の噴霧装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば化粧水等の液体を噴霧する噴霧装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば美容や健康を目的とした化粧水等の液体を噴霧する噴霧装置としては、噴
射ノズルから流体を噴射する流体噴射部と、吐出ノズルから液体を吐出する液体吐出部と
が分離可能なセパレート方式のものが知られている（特許文献１参照）。液体吐出部には
、液体を貯留した容器が装着されるようになっている。噴霧装置の使用時においては、流
体噴射部と液体吐出部とが連結されることで、噴射ノズルと吐出ノズルとは、それらノズ
ルが延びる方向が直交するように配置される。そして、噴射ノズルから流体が噴射される
と、吐出ノズルの先端付近が減圧されることで、液体吐出部の流路を通じて液体が吸い上
げられるとともに吐出ノズルから液体が吐出される。吐出した液体は、流体の噴射により
霧化される。こうしたセパレート方式の噴霧装置では、流体噴射部と液体吐出部とを分離
することで、例えば、上記容器を液体吐出部に脱着する作業を円滑に行うことができるよ
うになる。また例えば、液体吐出部のみを洗浄することができるため、液体吐出部のメン
テナンスが容易となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－８８７８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　上述した分離可能な噴霧装置において、液体の霧化が不安定になり、ひいては液体が霧
化されないことがあった。本発明は、流体噴射部と液体吐出部とを連結した状態において
、噴射ノズルと吐出ノズルとの相対位置がずれることで、液体の霧化が不安定になってい
ることを見出すことでなされたものである。
【０００５】
　本発明の目的は、流体噴射部と液体吐出部とが分離可能であっても、安定した霧化を実
現することの容易な噴霧装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するために請求項１に記載の発明は、噴射ノズルから流体を噴射する
流体噴射部と、吐出ノズルから液体を吐出する液体吐出部とを備え、前記流体噴射部と前
記液体吐出部とを分離可能に連結する連結構造を有し、前記流体の噴射によって前記液体
が吐出及び霧化される噴霧装置であって、前記連結に伴って前記噴射ノズル又は前記吐出
ノズルに接するとともに前記噴射ノズルと前記吐出ノズルとの相対位置を位置決めする位
置決め部材を備えることを要旨とする。
【０００７】
　従来の噴霧装置では、例えば、流体噴射部と液体吐出部とを連結及び分離したり、液体
を貯留する容器を液体吐出部に着脱したりする際に、ノズルに不要な力が加わることで流
体噴射部又は液体吐出部においてノズルの先端の位置がずれるおそれがある。上記構成の
噴霧装置では、流体噴射部と液体吐出部とを連結するに伴って、噴射ノズル又は吐出ノズ
ルに接するとともに、それらノズルとの相対位置を位置決めする位置決め部材を備えてい
る。これにより、流体噴射部又は液体吐出部においてノズルの先端の位置がずれたとして
も、噴霧装置を使用する際には、噴射ノズルと吐出ノズルとの相対位置は、予め設定され
た所定位置に合わせられるようになる。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の噴霧装置において、前記位置決め部材は第
１突片と第２突片とを備え、前記噴射ノズル又は吐出ノズルは前記連結に伴って前記第１
突片と前記第２突片とに挟持されることを要旨とする。
【０００９】
　この構成によれば、ノズルの位置が第１突片及び第２突片のいずれの方向にずれてしま
ったとしても、ノズルは予め設定された所定の位置に合わせられるようになる。
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の噴霧装置において、前記連結構造がスライ
ドにより連結される構造であり、前記位置決め部材は、前記第１突片と前記第２突片との
間隙が前記スライドの方向に沿って延在するように前記流体噴射部に支持されることで、
前記連結に伴って前記吐出ノズルが前記第１突片と前記第２突片との間隙に挿入されるこ
とを要旨とする。
【００１０】
　スライドにより連結される連結構造では、スライドの方向と直交する方向の寸法につい
て、ある程度の余裕を持たせることで連結操作を円滑に行うことができるようになる。と
ころが、そうした寸法の設定は、流体噴射部と液体吐出部と相対位置の変化を招くことで
、噴射ノズルと吐出ノズルとの位置ずれが発生し易くなるおそれがある。この点、上記の
位置決め部材は、第１突片と第２突片との間隙がスライドの方向に沿って延在するように
流体噴射部に支持されている。これにより、第１突片と第２突片との間隙に挿入された吐
出ノズルは、スライドの方向に直交する方向から挟持されるため、スライドによる連結に
基づく位置ずれは、好適に修正されるようになる。これにより、円滑な連結操作と、安定
した霧化とを両立させることが容易となる。
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の噴霧装置において、前記第１突片の先端部
と前記第２突片の先端部とにおいて対向する対向面が、それら突片の先端に向かうにした
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がって離間していることを要旨とする。
【００１２】
　この構成によれば、第１突片と第２突片との間隙に吐出ノズルが挿入される際に、吐出
ノズルは、第１突片又は第２突片の先端部により押圧されるとともに案内される。これに
より、第１突片と第２突片との間隙に吐出ノズルが挿入され易くなるため、連結操作を円
滑に行うことができる。
【００１３】
　請求項５に記載の発明は、請求項３又は請求項４に記載の噴霧装置において、前記位置
決め部材は、前記噴射ノズルとその噴射ノズルが設けられる噴射部本体とに挟持される取
付部を有し、前記取付部及び前記噴射部本体は、前記取付部が前記噴射ノズルの中心軸に
対して周方向へ回動することを規制する規制部を備えることを要旨とする。
【００１４】
　この構成によれば、取付部が噴射ノズルと噴射部本体とに挟持されることで、位置決め
部材は噴射ノズルの延びる方向に対して傾斜し難くなる。しかも、規制部により取付部の
回動が規制される。従って、位置決め部材の噴射ノズルに対する位置は、所定の位置とな
るように維持され易くなる結果、例えば、分離及び連結を繰り返した場合であっても、上
記相対位置の位置決めの精度が維持され易くなる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、流体噴射部と液体吐出部とが分離可能であっても、安定した霧化を実
現することの容易な噴霧装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施形態の噴霧装置を示す分解斜視図。
【図２】（ａ）及び（ｂ）は、位置決め部材及びその取付構造を示す分解斜視図。
【図３】噴霧装置を示す側面図。
【図４】噴霧装置を示す平面図。
【図５】噴霧装置を示す正面図。
【図６】（ａ）及び（ｂ）は、位置決め部材の変更例を示す平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の噴霧装置を具体化した実施形態について図１～図５に基づいて詳細に説明する
。以下の説明において、Ｘ軸、Ｙ軸、及びＺ軸は、各図に矢印で示した方向を示している
。
【００１８】
　図１に示されるように、噴霧装置は、先端に噴射ノズル１１を有する流体噴射部１２と
、上方に延びる吐出ノズル３１を有する液体吐出部３２とが分離可能なセパレート方式の
噴霧装置である。まず、流体噴射部１２について説明する。
【００１９】
　流体噴射部１２は、樹脂製のケーシング１３に金属製の流路部材１４が内蔵された噴射
部本体１５を備えている。ケーシング１３は、Ｘ軸方向に沿って延びる第１ケーシング１
３ａと第２ケーシング１３ｂとが組み付けられることで形成されている。各ケーシング１
３ａ，１３ｂは、ＸＺ平面を分割面としてケーシング１３を二分割した形状をなしている
。ケーシング１３の基端側は噴霧装置を使用する際に把持する把持部として構成される。
ケーシング１３の先端部から突設される金属製の噴射ノズル１１は、Ｘ軸方向に沿って延
びる流路を有し、全体として円錐状をなしている。この噴射ノズル１１は、流路部材１４
に連結されることで、噴射ノズル１１の流路は、流路部材１４の流路に連通されている。
ケーシング１３の下面には、流路部材１４に流体を流入する流入部１６が突設されている
。
【００２０】
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　流入部１６には、ホースを介して流体供給源が接続される（図示省略）。流体供給源と
しては、例えば、液化ガスボンベ又はエアコンプレッサが用いられる。流入部１６から流
入された流体は、流路部材１４を通じて噴射ノズル１１の先端から噴射されるようになっ
ている。なお、本実施形態の流路部材１４には、開閉弁及び絞り弁が設けられている（図
示省略）。開閉弁は、ケーシング１３の上面から突出している操作ボタン１７を押圧する
ことで開弁される。絞り弁は、ケーシング１３の中間部位から露出する流量調整ダイヤル
１８を操作することで流路部材１４の流路を通じる流体の流量が調整される。こうした開
閉弁及び絞り弁を有する流路部材１４は、特許文献１と同様の構成を採用することができ
る。
【００２１】
　続いて、流体噴射部１２に支持される位置決め部材について説明する。
　ケーシング１３の先端部には、位置決め部材５１が支持されている。位置決め部材５１
は、流体噴射部１２と液体吐出部３２との連結に伴って吐出ノズル３１に接するとともに
噴射ノズル１１と吐出ノズル３１との相対位置を位置決めするものである。こうした位置
決め部材５１は、噴射ノズル１１の先端開口を基準とした所定の位置となるように流体噴
射部１２に支持される。
【００２２】
　図２（ａ）に示されるように、位置決め部材５１は、環状をなす取付部５２と、二股状
の位置決め部５３とがＬ字状の支持部５４を介して一体に形成されている。取付部５２の
内周面には、一対の係止爪５２ａが突設されている。一対の係止爪５２ａは、Ｚ軸方向に
沿って対向して配置されている。一方、ケーシング１３の先端開口部には、開口の周方向
に沿った環状をなす突条１９が形成され、突条１９にはＺ軸方向に沿って対向する一対の
切り欠き部２０が形成されている。各切り欠き部２０は、ケーシング１３の分割面、すな
わち各ケーシング１３ａ，１３ｂの境界を利用して形成されている。
【００２３】
　図２（ｂ）に示されるように、突条１９に取付部５２が外嵌されるとともに係止爪５２
ａが切り欠き部２０に係止されることで、噴射ノズル１１の中心軸の周方向（Ｘ軸の周方
向）に対する取付部５２の回動が規制されるようになっている。そして、噴射ノズル１１
の基端部が流路部材１４に螺着されることで、取付部５２は噴射ノズル１１とケーシング
１３とに挟持される。
【００２４】
　図２（ａ）及び図２（ｂ）に示されるように、位置決め部５３は、それぞれＸ軸方向に
沿って延びる第１突片５５及び第２突片５６から構成されている。各突片５５，５６は、
Ｙ軸方向において吐出ノズル３１の外径に合わせて離間して配置されることで、各突片５
５，５６との先端の間隙から吐出ノズル３１が挿入されるとともに各突片５５，５６の対
向面５５ａ，５６ａにより吐出ノズル３１が挟持されるようになっている。また、各突片
５５，５６の先端部は円弧状に形成されることで、各突片５５，５６の先端部における対
向面５５ａ，５６ａは、各突片５５，５６の先端に向かうにしたがって離間されている。
図３に示されるように、位置決め部５３は支持部５４によって噴射ノズル１１の先端下方
に配置され、位置決め部５３の先端は噴射ノズル１１の先端よりも突出している。
【００２５】
　位置決め部材５１の材質は、所望する機械物性等に応じて適宜選択することができるが
、例えば寸法精度や剛性を高めることが容易であるという観点から、金属材料から形成さ
れることが好ましい。
【００２６】
　次に、液体吐出部３２について説明する。
　図１及び図３に示されるように、液体吐出部３２は、樹脂製の吐出部本体３３と、その
上部に設けられる吐出ノズル３１とを備えている。吐出部本体３３は、キャップ状をなし
、液体を貯留する容器７１の開口部に螺着されるように構成されている。吐出ノズル３１
は、Ｚ軸方向に沿って延びるように設けられることで、吐出ノズル３１の流路と噴射ノズ
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ル１１の流路とは略直交するように配置される。なお、本実施形態の吐出ノズル３１は、
吐出部本体３３に螺着されるとともに、その吐出ノズル３１に設けられる回転操作部３４
により、Ｚ軸の周りに回転させることができるようになっている。この回転操作部３４で
吐出ノズル３１を時計回り又は反時計回りに回転させることによって、吐出ノズル３１の
先端の中心軸方向（Ｚ軸方向）に沿った位置（上下位置）が調整される。なお、回転操作
部３４と吐出部本体３３との間には圧縮コイルばねが介装され、吐出ノズル３１の不要な
回転が抑制されている。このような吐出ノズル３１の中心軸方向に沿った位置を調整する
位置調整機構は周知の機構であって、特許文献１に記載のものと同様の構成を採用するこ
とができる。こうした位置調整機構を備えた吐出ノズル３１は、吐出部本体３３から容易
に取り外すことができるため、吐出ノズル３１の交換等のメンテナンスを容易に行うこと
ができる。
【００２７】
　吐出ノズル３１の下端にはチューブ７２の基端が接続されている。このチューブ７２の
先端側は容器７１内に配置される。容器７１内には化粧水が貯留され、化粧水にチューブ
７２の先端側が投入される。なお、本実施形態の吐出部本体３３は、容器７１の開口部と
液密に螺着されるようになっている。また、吐出部本体３３の上部には、貫通孔（図示省
略）が形成され、容器７１内の圧力は略一定とされる。化粧水は、美容成分に基づいて、
例えば、保湿、上皮細胞の増殖、抗酸化等の機能を発揮する。化粧水に含まれる成分は、
天然成分であってもよいし、合成成分であってもよい。化粧水に含まれる成分の具体例と
しては、例えば、コラーゲン、ＥＧＦ（上皮成長因子）等のタンパク質、ヒアルロン酸等
のムコ多糖類、フラーレン、アミノ酸等が挙げられる。
【００２８】
　次に、噴射部本体１５と吐出部本体３３との連結構造について説明する。
　図１に示されるように、ケーシング１３の先端側には、逆Ｔ字状をなす第１連結部２１
が垂設されている。第１連結部２１は、ＸＹ平面を有するスライド部２２と、ケーシング
１３の先端側下面に設けられるとともにスライド部２２を支持するブラケット２３とを備
えている。なお、第１連結部２１は、各ケーシング１３ａ，１３ｂと一体に成形されると
ともに、各ケーシング１３ａ，１３ｂを組み付けることで形成されている。
【００２９】
　一方、吐出部本体３３には、スライド部２２のＸ軸方向に沿ったスライドにより挿入さ
れる第２連結部３５が設けられている。第２連結部３５は、吐出部本体３３の上面３６と
、Ｘ軸方向に沿って延びる一対のガイド片３７とを備え、ガイド片３７の間にスライド部
２２が挿入されると、スライド部２２のＺ軸方向（上下方向）への移動が規制されるよう
になっている。詳述すると、各ガイド片３７は逆Ｌ字状をなし、各ガイド片３７と吐出部
本体３３の上面３６とにより、スライド部２２の両側部が挟み込まれるようになっている
。そして、スライド部２２は、その先端が第２連結部３５の内奥を形成する立壁３８に当
接されるまでスライドされることで、噴射部本体１５と吐出部本体３３とが連結される。
【００３０】
　なお、噴射部本体１５と吐出部本体３３との連結に伴ってスライド部２２と吐出部本体
３３とが係止されるとともに、第２連結部３５からスライド部２２を抜き出す分離操作に
伴って前記係止が解除される係止部を設けてもよい。例えば、吐出部本体３３の上面３６
とスライド部２２の下面とに形成した凹凸を係止部として係止させることができる。こう
した係止部を設けることで、第２連結部３５からスライド部２２が抜け出すことを抑制す
ることができる。
【００３１】
　次に、本実施形態の噴霧装置の作用を説明する。
　噴霧装置を使用するには、流入部１６に流体供給源を接続するとともに、化粧水の貯留
された容器７１を吐出部本体３３に取着する。本実施形態では、化粧水の噴霧に適してい
る液化炭酸ガスボンベを液体供給源として用いる。次に、流体噴射部１２と、液体吐出部
３２とを連結すべく、ガイド片３７の間にスライド部２２を挿入させる。
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【００３２】
　ここで、図４及び図５には、各突片５５，５６の間隙に挿入される前の吐出ノズル３１
の位置を二点鎖線で示している。図４及び図５では、説明を分かり易くするため、吐出ノ
ズル３１の位置ずれの度合いを誇張して示している。この状態では、吐出ノズル３１の開
口中央は噴射ノズル１１の開口中央に対して第１突片５５側にずれている。続いて、スラ
イド部２２をガイド片３７の間でスライドさせるに伴って、吐出ノズル３１は、第１突片
５５に接触するとともに第２突片５６に向かって押圧される。そして、吐出ノズル３１は
第１突片５５と第２突片５６との間隙に挿入される。スライド部２２を立壁３８に当接す
るまでスライドさせた状態では、吐出ノズル３１は、各突片５５，５６によってスライド
の方向（Ｘ軸に沿った方向）に直交する方向から挟持される。これにより、スライドの方
向に直交する方向（Ｙ軸に沿った方向）において、吐出ノズル３１の開口中央は噴射ノズ
ル１１の開口の略中央となる所定位置に配置される。
【００３３】
　上述した連結操作において、吐出ノズル３１は、第１突片の先端部の対向面５５ａによ
り押圧されるとともに案内されながら、各突片５５，５６と間隙に挿入される。このため
、第１突片５５の先端に吐出ノズル３１が引っ掛かり難くなる結果、円滑な連結操作が実
現されるようになる。
【００３４】
　なお、図４及び図５では、吐出ノズル３１が第１突片５５側にずれている場合について
説明したが、吐出ノズル３１が第２突片５６側にずれている場合についても、同様の作用
が得られるため説明を省略する。
【００３５】
　噴霧装置により化粧水を霧化するには、ケーシング１３の基端側を把持するとともに操
作ボタン１７を押圧することで流体を噴射ノズル１１から噴射させる。炭酸ガスの噴射に
より、吐出ノズル３１の先端付近が減圧されることで、容器７１内の化粧水を吸引する吸
引力が作用する。この吸引力により、化粧水がチューブ７２を通じて吸い上げられること
で、吐出ノズル３１から化粧水が吐出される。吐出された化粧水は、炭酸ガスの噴射によ
り霧化されるとともに、炭酸ガスの噴出される方向へ放出される。このとき、吐出ノズル
３１の開口の中央は、Ｙ軸に沿った方向において噴射ノズル１１の開口の略中央となる所
定位置に配置されている。このため、炭酸ガスの噴射に伴って、化粧水を吸引する吸引力
が十分に得られるとともに、吐出された化粧水に炭酸ガスが十分に混合されることで、化
粧水の安定した霧化が実現される。霧化されるとともに放出された化粧水は、顔等に吹き
付けられることで、化粧水に含まれる美容成分が皮膚等に作用する。
【００３６】
　容器７１内の化粧水を使い切ったり、別の化粧水を用いたりする場合には、流体噴射部
１２と液体吐出部３２とを分離した後に、吐出部本体３３から容器７１を取り外す。続い
て、化粧水を補充した容器７１や種類の異なる化粧水が貯留された容器７１を吐出部本体
３３に取着する。その後、噴射部本体１５と吐出部本体３３と連結することで、噴射ノズ
ル１１と吐出ノズル３１との相対位置は、位置決め部材５１により位置決めされる。すな
わち、流体噴射部１２と液体吐出部３２との分離及び連結を繰り返したとしても、噴射ノ
ズル１１に対する吐出ノズル３１の位置は、予め設定された所定の位置に合わせられるよ
うになる。
【００３７】
　本実施形態によって発揮される効果について以下に記載する。
　（１）例えば、液体吐出部３２を流体噴射部１２から分離させて容器７１を液体吐出部
３２に着脱する際に、吐出ノズル３１に不要な力が加わることで吐出部本体３３に対して
吐出ノズル３１の先端の位置がずれるおそれがある。この点、上記噴霧装置では、位置決
め部材５１が設けられているため、噴射ノズル１１に対する吐出ノズル３１の位置は、位
置決め部材５１によって予め設定された所定の位置に合わせられるようになる。従って、
流体噴射部１２と液体吐出部３２とが分離可能であっても、安定した霧化を実現すること
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が容易となる。
【００３８】
　（２）位置決め部材５１は、吐出ノズル３１を、第１突片５５及び第２突片５６により
挟持させることで位置決めする構成であるため、吐出ノズル３１の位置が各突片５５，５
６のいずれの方向にずれた状態であっても、吐出ノズル３１は予め設定された所定の位置
に合わせられるようになる。従って、安定した霧化を実現することがさらに容易となる。
【００３９】
　（３）上記のようにスライドにより連結される連結構造では、スライドの方向と直交す
る方向の寸法について、ある程度の余裕を持たせることで連結操作を円滑に行うことがで
きるようになる。ところが、そうした寸法の設定は、噴射部本体１５と吐出部本体３３と
相対位置の変化を招くことで、噴射ノズル１１と吐出ノズル３１との位置ずれが発生し易
くなるおそれがある。この点、本実施形態の位置決め部材５１は、第１突片５５と第２突
片５６との間隙がスライドの方向に沿って延在するように流体噴射部１２に支持されてい
る。これにより、吐出ノズル３１は、各突片５５，５６により、スライドの方向に直交す
る方向から挟持されるため、スライドによる連結に基づく位置ずれは、好適に修正される
ようになる。従って、円滑な連結操作と、安定した霧化とを両立させることが容易となる
。
【００４０】
　（４）対向面５５ａ，５６ａは、第１突片５５の先端部と第２突片５６の先端部とにお
いて先端に向かうにしたがって離間している。この構成によれば、各突片５５，５６の間
隙に吐出ノズル３１が挿入される際に、吐出ノズル３１は、第１突片５５の先端部又は第
２突片５６の先端部により案内される。これにより、各突片５５，５６との間に吐出ノズ
ル３１が挿入され易くなるため、連結操作を円滑に行うことができる。特に、位置決め部
材５１により予め設定された相対位置に対して吐出ノズル３１のずれが比較的大きくなっ
た場合に、円滑な連結操作を実現するうえで有効である。
【００４１】
　（５）取付部５２が噴射ノズル１１と噴射部本体１５とに挟持されているため、位置決
め部材５１は噴射ノズル１１の延びる方向に対して傾斜し難くなる。しかも、係止爪５２
ａが切り欠き部２０に係合することで、取付部５２の回動が規制される。従って、位置決
め部材５１の噴射ノズル１１に対する位置は、所定の位置となるように維持され易くなる
結果、例えば、分離及び連結を繰り返した場合であっても、上記相対位置の位置決めの精
度が維持され易くなる。
【００４２】
　（６）各ケーシング１３ａ，１３ｂの境界を利用して切り欠き部２０を形成することで
、係止爪５２ａが係止される構成、すなわち取付部５２の回動を規制する規制部を容易に
設けることができる。
【００４３】
　（変更例）
　なお、上記実施形態を次のように変更して構成してもよい。
　・前記取付部５２は環状に形成されているが、例えばＵ字状等に変更して、噴射ノズル
１１とケーシング１３とに挟持させてもよい。また、前記取付部５２は、噴射ノズル１１
とケーシング１３とに挟持されているが、噴射ノズル１１と流路部材１４とに挟持させて
もよい。この場合、切り欠き部２０を流路部材１４に設けることで、取付部５２の回動を
規制する規制部として構成することもできる。
【００４４】
　・前記係止爪５２ａは一対設けられているが、いずれか一方の係止爪５２ａを省略する
ことで、取付部５２の回動を規制することもできる。前記係止爪５２ａ及び切り欠き部２
０は、Ｚ軸方向に沿った位置に配置されているが、例えばＹ軸方向に沿った位置に配置し
てもよい。
【００４５】
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　・取付部５２の回動を規制する規制部は係止爪５２ａ及び切り欠き部２０に限定されず
、例えば突条１９に突起を設けるとともに、その突起が係止される凹部や孔を取付部５２
に形成した構成に変更してもよい。また、ケーシング１３に突起を設けるとともに、その
突起が係止される凹部や孔を取付部５２に形成した構成に変更してもよい。このように、
規制部を変更することで、前記突条１９を省略することもできる。
【００４６】
　・前記位置決め部材５１は、取付部５２により流体噴射部１２に取着されているが、取
付部５２を省略し、噴射ノズル１１又はケーシング１３と一体に成形することで位置決め
部材５１を設けることもできる。但し、位置決め部材５１に好適な材質を選択することや
位置決め部材５１の成形を容易にするという観点から、位置決め部材５１を流体噴射部１
２とは別体で成形して設ける構成が好ましい。
【００４７】
　・例えば、噴射ノズル１１よりも吐出ノズル３１の位置ずれが生じ難い場合では、位置
決め部材を液体吐出部に設けることで、吐出ノズルの位置を基準として吐出ノズルと噴射
ノズルとの相対位置を位置決めするように構成することもできる。
【００４８】
　・スライドにより連結される連結構造として、流体噴射部１２にガイド片３７を設ける
とともに、液体吐出部３２にスライド部２２を設ける連結構造を採用することもできる。
また、前記実施形態のスライドさせる方向は、噴射ノズル１１の延びる方向（Ｘ軸方向）
に沿った方向とされているが、吐出ノズル３１の延びる方向（Ｚ軸方向）に沿った方向に
スライドさせるべくガイド片３７等を設けることもできる。
【００４９】
　・前記実施形態では、スライドにより連結される連結構造を採用しているが、これに限
定されず、例えば凹凸の嵌合による連結等のスライドを伴わない連結構造に変更すること
もできる。すなわち、どのような連結構造であっても、例えば流体噴射部１２と液体吐出
部３２と分離して取り扱うに際して、ノズルに不要な力が加わることでノズルの位置ずれ
が生じるおそれがある。従って、位置決め部材を設けることが有効となる。
【００５０】
　・各突片５５，５６の全体にわたって対向面５５ａ，５６ａ等間隔となるように各突片
５５，５６を構成してもよい。
　・図６（ａ）及び図６（ｂ）に二点鎖線で示されるように、例えば、噴射ノズル１１に
対して吐出ノズル３１が一方向に位置ずれし易い場合では、第１突片５５及び第２突片５
６のいずれか一方を省略することで、位置決め部材５１の構造を簡素化することもできる
。
【００５１】
　・前記ケーシング１３は、ＸＺ平面を分割面として二分割された形状をなしているが、
例えば分割面をＹＺ平面としてもよいし、三分割以上に分割された形状としてもよい。ま
た、ケーシング１３を省略し、流路部材１４自体を噴射部本体として流体噴射部を構成し
てもよい。この場合、流体噴射部の把持を容易にすべく、流路部材１４に把持部を連結し
てもよい。
【００５２】
　・前記実施形態では、流路部材１４に開閉弁及び絞り弁を設けているが、開閉弁及び絞
り弁の少なくとも一方を流入部１６よりも上流側に設ける構成に変更してもよい。
　・前記噴霧装置では、液体として化粧水を用いているが、液体として塗料を用いること
で、塗装を目的とした噴霧装置として利用することもできる。
【００５３】
　上記実施形態から把握できる技術的思想について以下に記載する。
　（イ）前記液体吐出部は、前記吐出ノズルをその中心軸方向に沿った位置を変更する変
更機構を有してなり、前記噴射ノズルに対する前記吐出ノズルの先端の位置を調整可能と
した噴霧装置。
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【符号の説明】
【００５４】
　１１…噴射ノズル、１２…流体噴射部、１５…噴射部本体、２０…切り欠き部（規制部
）、３１…吐出ノズル、３２…液体吐出部、５１…位置決め部材、５２…取付部、５２ａ
…係止爪（規制部）、５５…第１突片、５５ａ，５６ａ…対向面、５６…第２突片。

【図１】 【図２】
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